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傾　向
2 次不等式、複素数、指数、三角関数、数列、多項式の

割り算、確率、ベクトル、放物線、微分、積分など、数学
Ⅰ、Ⅱ、A、B（数列）、C（ベクトル）の範囲からまんべ
んなく出題された。大半は標準的な解法、計算量で解くこ
とができる問題であるので、それぞれの分野における基本
事項を確実に押さえた上で、標準的な問題をスムーズに解
けるような実力を養っておくことが肝要である。また、簡
単な問題であっても不注意による計算ミスをしないように
注意したい。

対　策
1．⑵は 2 次不等式の問題であるが、不等式の解が与えら

れているので、 2 次不等式を直接解くのではなく、解きや
すい解法を工夫することが大事である。

1．⑶は指数関数の基本的な性質を使った変形を着実にす
ること。また指数関数の定義域は正ではなく実数全体であ
ることや、式変形中の不等号の向きや、符号の向きを間違
えないよう注意深く解きたい。

1．⑹では多項式の除算の定義を理解し立式すること。
1．⑺は座標空間内の円や距離を適切に扱えるようにして

おくことが大事である。
1．⑻は座標空間内の正六面体（立方体）やその切り口を

正しくイメージすることと、ベクトルの扱い方を習得して
おくことが重要である。

2．では、 2 次関数の接線や、直線と 2 次関数の囲む図形
の面積、といった基本的なものであるので確実に解きた
い。

解 説
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解答

1．⑴　 2 次関数 f（x）を f（x）=（x-a）（x-b）-（x+1）と
すると，2 次不等式 f（x）10 の解が 11x15 とな
るから，f（1）=（1-a）（1-b）-2=0 および f（5）
=（5-a）（5-b）-6=0 が成り立つ。これらを整
理すると，ab-a-b-1=0 および ab-5a-5b+ 
19=0。ここから a+b=5，ab=6 を得て，b= 
5-aを後者の式に代入して得られる a（5-a）=6
を解くと，a=2，3 である。a=2 は a2bすなわ
ち a25-aを満たさないから，a= 3 ア）であり，
b= 2 イ）である。
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d n となる。この不等式の両辺の
3
2 を底とす

る対数をとると，01
3
2
11 だから 2x+11-3 と 

なる。これより x1-2 キ）を得る。

⑷　三角関数の 2 倍角の公式より x2+2xy-3y2=   
cos2 i+2cosisini-3sin2 i=2sinicosi+  
2（cos2 i-sin2 i）-1= sin2i+2cos2i-1 ク）=   

sin cos5
5

2
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1ii+ -d n となる。いま，  

01 t1
2
r で cos t=

5

1 となる tをとると，  

sin t= cos t1 2- =
5

2 だから，x2+2xy-3y2=  

5（sin2icos t+cos2isin t）-1= 5（sin（2i+t）） 
-1 となる。tE2i+t14r+tの範囲で i が動く
とき，x2+2xy-3y2 の最大値は 5 1- ケ）であ
り，最小値 5 1- - コ）である。

⑸　 an" ,は初項が 3 で 6 ずつ増える，公差が 6 の等差
数列なので，その一般項は an=3+6（n-1）=   

6n-3 サ）であり，Sn= ak
k

n

1=

! = an a
2
1

n1+] g=  

3n2 シ）である。数列 bn" ,の第 2 項から第 11 項ま
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での 10 個の数を並べると 7，13，19，25，31，37，43，
49，55，61 であり，この中で素数でないのは 25=52， 
49=72，55=5#11 の 3 個だから，現れる素数は 
7 ス）個である。表の 5 で始まる縦の列は，6 で
割った余りが 5 であり，6 で割った余りが 5 であ
る自然数が全て含まれる。したがって，自然数 k
が，表の 5 で始まる縦の列に現れるための必要十
分条件は kを 6 で割った余りが 5 であることであ
る。二項定理より，（6-1）n=nC0 6n+nC16n-1（-1） 
+nC26n-2（-1）2+…+nCn-161（-1）n-1+nCn（-1）n 

となる。nが偶数のとき nCn（-1）n=1 だから，n
によって異なる適当な整数 Qn を用いて cn=5n=   
6#Qn+1 と書け cn を 6 で割った余りが 5 ではな
いため，nが偶数のとき cn は表の 5 で始まる縦の
列に現れない。一方で，nが奇数のとき nCn（-1）n 

=-1 だから，nによって異なる適当な整数 Qn を
用いて cn=5n=6#Qn-1=6#（Qn-1）+5 と書
け cn を 6 で割った余りが 5 であり，nが奇数のと
き cn は表の 5 で始まる縦の列に現れる。これらよ
り，d1=c1，d2=c3，d3=c5 のように dn" ,は cn" , 
の奇数番目の項を取り出した数列であるから，  
dn=c2n-1= 52n-1 セ）となる。

⑹　P（x）は多項式Q1（x）を用いて P（x）=（x-1）2Q1（x） 
+10x-1 と表せる。P（x）=（x-1）2Q1（x）+10x-1 
=（x-1）2Q1（x）+10（x-1）+9=（x-1）{（x-1）Q1（x） 
+10}+9 だから，P（x）を x-1 で割った余りは 
9 ソ）である。P（x）を（2x+1）（x-1）で割った余り
は定数 a，bを用いて ax+bと表せ，P（x）は多項
式 Q2（x）を用いて，P（x）=（2x+1）（x-1）Q2（x）+ 

ax+bと表せる。P（x）=（2x+1） x Q x
a
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3 だから- a
2
+b=3 である。P（x）=（x-1）{（2x 

+1）Q2（x）+a }+a+bであるが，P（x）を x-1 で
割った余りは 9 だから a+b=9 である。これらよ
り，a=4，b=5となるから，P（x）を（2x+1）（x-1） 
で割った余りは 4x+5 タ）である。P（x）を（2x+1）

（x-1）2 で割った余りは定数 s，t，uを用いて
sx2+tx+uと表せ，P（x）は多項式Q3（x）を用いて， 
P（x）=（2x+1）（x-1）2Q3（x）+sx2+tx+uと表せる。 
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り は 3 だ か ら s
4
1
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1
2
+u=3 で あ る。P（x）=

（x-1）2 {（2x+1）Q 3（x）+s }+（2s+t）x+（-s+u）
であるが，P（x）を（x-1）2 で割った余りは 10x-1
だから 2s+t=10，-s+u=-1 である。これら
から s，t，u，を求めるとそれぞれ s=4，t=2，
u=3 だから P（x）を（2x+1）（x-1）2 で割った余り
は 4x2+2x+3 チ）である。

⑺　球面 Qが xy平面，yz平面，zx平面のどれとも共
有点を持たないのは Qの中心の x，y，z座標のす
べてが Qの半径よりも大きいときだから，a2d
かつ b2dかつ c2dとなる確率を求めればよい。
ある dのとき a，b，c数の組は（d-1）3 通りある

から，共有点を持たない確率は k 1 6
k 1

6
3 4'-

=

] g! =   

（1+8+27+64+125）'64=
1296
225

=
414
25 ツ）であ

る。球面 Qが xy平面と交わって円ができるのは
c1dのときである。このとき，交わってできる
円の半径は d c 22- だから，交わって円ができそ
の半径が 4 以上となるのは，d2-c2F42 のとき，
すなわち d=5 で c=1，2，3 のときか，d=6 で c= 
1，2，3，4 のときだから，その確率は 7#62'64= 

36
7 テ）である。交わって半径最大の円ができるの

は a，b，cが最小の 1 で，dが最大の 6 のとき。
このとき Qの方程式は（x-1）2+（y-1）2+（z-1）2 

=62 すなわち x2-2x+y2-2y+z2-2z-33=0 ト） 

である。

⑻　平面 OPQ は t0
2
1

1 E ナ）のとき線分 BF と共有

点を 1 点持ち，正六面体との切り口はひし形とな
る。このとき，平面 OPQ と線分 BF との共有点を
T とすると，対角線 PQ の長さは PQ= 3 2 ，  
対角線 OT の長さは OT= OB BT2 2+ =   

t3 2 3 2
2 2##+_ ]i g = t3 2 4 2+ だ か ら， ひ し

形の面積は PQ#OT'2= t1 29 2+ ニ）である。

t
2
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11 1 ヌ）のとき，平面 OPQ は，線分 EF お

よび線分 FG とそれぞれの線分の端点以外で 1 点
ずつ共有点を持ち，正六面体との切り口は五角形
となる。このとき，OP= tOA AE+ = tOA OD+ ， 
OQ= tOC CG+ = tO ODC+ である。点 R は平
面 OPQ 上の点だから，R の位置ベクトルは実数
u，vを用いて OR=u vOP OQ+ =u vOA OC+

+t（u+v）OD と表せる。点 R は線分 EF 上だか
ら OA および OD の係数は 1 となり u=1，  

t（u+v）=1 が成り立つ。これより v=
t
1
1- とな

り OR= OA+
t
1
1-d n ネ）O ODC+ となる。線

分 ER の長さは
t

3
1
1-d nだから辺 FR の長さは

3-ER=
t

6
3

- 。角 F が直角な直角三角形 RFS は

対称性から FR=FS の 2 等辺三角形であり，辺

RS の長さは 2 #FR=
t
3
26 2- ノ）である。
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2．⑴　放物線 Qに点（k，k2）で接する接線は傾きが 2kな
ので，その方程式は y=2k（x-k）+k2 すなわち
y=2kx-k2 である。これが点（1，-3）を通るから
-3=2k-k2 であり，これを kについて解くと
k=-1，3 となる。この kがそれぞれ点 A，B の x
座標であり，点 A の座標は（-1，1），点 B の座標
は（3，9）となり，接線 ,の方程式は y=-2x-1，
接線mの方程式は y=6x-9 となる。

⑵　次の図のとおり。
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